
平成２９年度手話パフォーマンス甲子園実行委員会総会 

結 果 概 要 
 

日 時：平成３０年２月７日（水）午前１０時～１０時４５分 
場 所：鳥取県庁 特別会議室（議会棟３階） 
出席者：別紙のとおり 

 

○報告事項 

 第４回全国高校生手話パフォーマンス甲子園の開催結果について（資料１） 

昨年１０月に開催した第４回全国高校生手話パフォーマンス甲子園（以下「第４回大会」という。）

の結果について、その概要を報告した。 

【各委員の意見】 

特になし。 

 
○議題 

 議案第１号：第５回全国高校生手話パフォーマンス甲子園

基本計画について（資料２） 

 議案第２号：第５回全国高校生手話パフォーマンス甲子園

開催要項について（資料３） 

資料２・３に沿って、第５回全国高校生手話パフォーマン

ス甲子園の骨子となる基本計画及び開催要項について、事務

局から説明した。なお、開催要項（資料３）については、後日開催する手話パフォーマンス甲子園実行

委員会企画推進会議にて詳細を審議する方針である旨を併せて説明した。 

⇒ 議案第１～２号について、全て承認が得られた。なお、大会日程については、関係機関と調整が

整い次第、速やかに委員に報告させていただくことで了解された。 

【各委員の意見等】 

［参加資格について］ 

・定時制や通信制に通っている生徒の中には、１８歳を超える生徒もいる。参加の対象は、いわゆる

“１５歳から１８歳まで”に限られるのか？また、アメリカンスクールや朝鮮学校など、外国籍の

生徒は参加の対象か？今回はこの整理でよいが、今後、ぜひ検討してほしい。［福田委員］ 

・高校生の参加条件等、事務局で検討をしていただいて、来年、再度会議に諮っていただき、協議さ

せていただければと思うがどうか？［久松委員］ 

・全国の高校生に広く参加を呼びかける以上、高校生の定義を明確にしておいた方がいいのでは？高

校生の対象を年齢で考えるのか、学校への在籍で考えるのか、予め決めておいた方がよい。また、

参加したいと考える外国籍の高校生には、国籍の障壁を設けず、参加を認めてはどうか？ただ、外

国の手話をどうするのか難しい問題がある。もし、そう

した問題が調整できて、参加したいという学校があれば

参加を認めてもよいのでは？［尾形委員］ 

・基本的に、広く意見を採用することとし、その際の問題

点を整理していただいた上で、改めて諮っていただきた

い。［藤縄委員］ 

→ 事務局で対応を整理し、改めて諮らせていただく。 

［大会日程について］ 

・大会日程はいつまでに決まるのか？［久松委員］ 

→ 関係機関とは、早く日程を決めていただけるよう

依頼しているところ。年度内に調整がかなえばあり

がたいと考えている。 

・例えば１０月の第１日曜日と定めて、その日程に合わせてもらえるよう関係機関と調整を行っては

どうか？早期の参加申込みを促すような記載があったが、毎年開催日程を固定させると、高校も動

きやすくなる。ぜひ、ご検討いただきたい。［尾形委員］ 



・自分も同感。関係機関に日程を決めてもらうようにし

ても、なかなか決まらない。全日本ろうあ連盟では、

日程を決めて先方に提示し、調整を依頼するようにし

ている。年度内に日程が決まらない場合は、事務局の

方で日程を定めて、その日程に合わせてもらえるよう

依頼してはどうか？［久松委員］ 

→ 今回は既に調整に入っているので、次回以降、

ぜひそのような方法で調整に臨めるよう検討して

みたい。 

［大会日程について］ 

・日本政府などの共同提案により、昨年12月19日に国連総会で「9月23日を手話言語の国際デーと

宣言する」という決議が採択された。大変喜ばしいこと。この手話言語の国際デーに一番近い手話

の大きなイベントが手話パフォーマンス甲子園になるので、手話言語の国際デー制定の記念となる

大会であることを併せてアピールしてもらえれば、（ＰＲの）効果が大きいと思う。ぜひ、ご検討い

ただきたい。［久松委員］ 

→ 了解。手話の普及に向けて、国際的な観点での

取組となる。ぜひ、会場のアナウンスや広報資料

でＰＲしていきたい。 

 

 議案第３号：平成２９年度手話パフォーマンス甲子園実

行委員会補正予算について（資料４） 

資料４に沿って、今年度の補正予算について説明した。 

⇒ 議案第３号について、承認が得られた。 

 
○その他 

 今後の日程について（資料５） 

次回大会に向けた大まかな予定を含め、今後の日程について、事務局から説明。 

【各委員の意見】 

特になし。 

 
 その他 

平成２８年に発生した鳥取県中部地震への第４回大会出場校からの支援について、報告した。 
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